
安
倍
首
相
は
危
機
回
避
を
理
由

に
本
年
六
月
、
消
費
増
税
再
延
期

を
表
明
し
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
を
再
延
期
す
る
法

律
が
11
月
18
日
参
院
本
会
議
で
自

民
、
公
明
両
党
な
ど
の
賛
成
多
数

で
可
決
、
成
立
。

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ

は
、
２
０
１
７
年
今
年
の
4
月
か

ら
２
０
１
９
年
、
平
成
30
年
10
月

１
日
に
先
送
り
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
き
上
げ
を
二
年
半
先
送
り

す
る
ほ
か
、
酒
類
・
外
食
を
除
く

飲
食
料
品
と
新
聞
に
適
用
す
る
軽

減
税
率
の
導
入
も
二
年
半
延
期
す

る
内
容
で
す
。

ま
た
、
自
動
車
の
購
入
時
に
か
か

る
自
動
車
取
得
税
の
廃
止
も
同
様

に
先
送
り
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
代
わ
る
新
税
制
に
移
行
し
た
関

連
施
策
も
遅
ら
せ
ま
し
た
。

ど
ん
な
会
社
で
も
裏
付
け
が
な

い
計
画
や
予
算
は
→
経
営
し
て

無
い
の
と
同
じ
事
で
す
。

平
成
25
年
１
月
７
日
「
便
り
」

（28
4

）
号
か
ら
の
転
載

地
上
の
星

ア
メ
リ
カ
は
極
め
て
不
道
徳

な
国
で
あ
る
。

建
国
の
歴
史
か
ら
み
て
も

確
か
で
す
。
奴
隷
制
度
と
銃
社

会
、
単
に
武
力
に
優
れ
て
い
る

だ
け
の
国
。
史
上
の
星
で
は
全

く
な
い
。

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
典
型

的
国
家
で
あ
る
。

自
衛
隊
の
作
戦
計
画
は
常

に
二
日
先
を
決
め
て
い
る
。
行

動
は
全
て
目
的
に
対
し
て
何
の

た
め
か
、
二
段
階
上
ま
で
考
え

る
こ
と
だ
と
い
い
ま
す
。

年
末
、
野
田
政
権
は
自
ら
ト

リ
ガ
ー
を
引
い
た
。
自
爆
が
天

命
で
あ
る
。

中
国
の
よ
う
に
拡
張
主
義
の

敵
対
的
意
図
を
持
つ
行
動
と
意

図
に
は
厳
し
く
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

基
本
的
に
「
相
手
が
戦
わ
な

い
こ
と
を
選
ん
だ
時
に
し
か
、

戦
わ
な
い
道
が
開
け
な
い
」
の

で
す
。日

本
は
自
由
を
担
保
す
る
費

用
対
効
果
で
も
っ
と
も
安
上
が

り
な
「
核
と
原
潜
」
は
不
可
欠

で
す
。ケ

ン
カ
は
や
ら
な
い
に
越
し

た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
や
っ

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
も

事
実
。外

国
の
イ
ジ
メ
に
は
憲
法
の

改
正
で
自
ら
が
守
る
の
で
す
。

以
上

そ
れ
に
し
て
も
、2

0
0
9

年
か

ら2
0
1
2

年
の
三
年
間
、
政
権
交

代
ま
で
の
日
本
は
全
く
停
滞
で

し
た
。

二
度
と
顔
も
見
た
く
な
い
醜
い

民
主
党
政
権
、
鳩
山
・
菅
・
野

田
政
権
が
三
党
で
消
費
増
税
１

０
％
を
決
定
し
た
。

何
も
良
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

無
能
そ
の
も
の
、
官
僚
国
家
の

雄
、
財
務
官
僚
主
導
で
手
籠
め

に
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
ん
な
程
度
で
し
た
。

安
倍
政
権
は
日
本
第
一
主
義
で

絶
対
に
、
そ
う
で
あ
り
ま
せ
ん
。
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本
年
４
月
11
日
付
「
便
り
」

（384

）
号
で
ア
メ
リ
カ
の
新
大

統
は
ト
ラ
ン
プ
氏
に
な
る
と
既

に
、
こ
の
紙
面
で
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

再
掲
で
す
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
確
実

過
激
な
発
言
を
繰
り
返
す
ア
メ

リ
カ
大
統
領
候
補
に
白
人
社
会

の
不
満
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
数
で
大
統
領
を
決
す
る
仕
組

み
は
、
悪
貨
が
良
貨
を
駆
逐
す

る
法
則
に
大
き
く
支
配
さ
れ
ま

す
。

ア
メ
リ
カ
に
限
ら
ず
、
国
民
の

水
準
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
十

億
の
国
な
ら
十
倍
の
ア
ホ
が
い

る
の
が
常
識
で
、
天
才
も
十
倍
。

何
処
の
国
で
も
、
支
配
騙
さ
れ

る
ア
ホ
が
絶
対
的
多
数
で
す
。

今
で
も
金
と
武
器
が
世
界
を
支

配
し
て
い
ま
す
。

強
い
国
を
取
り
戻
す
を
唄
う

国
と
、
追
従
に
徹
す
る
提
灯
持

ち
ア
ベ
政
権
は
、
安
保
保
障
関

連
法
の
施
行
は
不
可
欠
、
憲
法

改
正
が
悲
願
な
の
で
す
。

も
う
明
ら
か
に
戦
後
日
本
の
安

全
保
障
政
策
の
大
転
換
、
ル
ビ

コ
ン
川
を
渡
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。

北
朝
鮮
を
含
め
て
し
っ
か
り
シ

ナ
リ
オ
通
り
に
進
行
し
て
い
る

と
見
え
て
し
ま
う
。

即
ち
「
想
定
通
り
」
と
思
え

る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

言
う
だ
け
の
シ
ョ
ー
ザ
・
フ

ラ
ッ
ク
か
ら
オ
ン
ザ
・
ブ
ー
ツ

へ
の
舵
取
り
、
政
権
下
の
国
営

放
送
の
思
想
動
員
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
編
集
す
る
ニ
ュ
ー
ス

映
像
が
、
立
証
し
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。


